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論　文　の　内　容　の　要　旨

（1）論文の目的

　本論文では，子どもの社会において質的にも量的にも看過できないほど隆盛にある子どものスポーツ現象

を，スポーツ的社会化の視点から理論的・実証的に検討し，子ども文化としてのスポーツの特性とスポーツ

的社会化の課題を明らかにすることを目的とした。

（2）理論的・実証的検討の結果

1．序章では，日本の子どものスポーツ的社会化の現状を分析し，スポーツ的社会化の理論的・実践的課題

を指摘した。

2．理論的検討では，1970年以降の子どものスポーツ的社会化に関する北米と日本の研究および日本の子ど

も論の総括から，スポーツ的社会化研究の理論的・実践的課題と子どもへの「まなざし」や「子ども文化」

の研究方法と概念構築上の課題を示した。

3．理論的検討と実証的検討の結果，現代の組織的スポーツが子どもの特性を包摂し難い構造をもつことを

指摘し，子どもスポーツの文化・社会的固有性を析出した。

（3）結論

1．スポーツ的社会化では，大人と子どもの双方向的社会化，子どもの文化・社会的固有性を包摂するスポー

ツの社会化過程への位置づけ，子どもの存在を見据えた社会化目標の設定が必要である。

2．子ども文化としてのスポーツは「子どもの内的宇宙」「子どものプレイ」「子どものスポーツ社会」から

なるコスモスとして構造化できる。また，この構造は「非秩序」と「秩序」という対立する要素に対応

したプレイや価値を内包するとともに，「顕在化と潜在化の置換様式」と「技術を発展・創造する契機」

という 2つの原理が働いている。
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審　査　の　結　果　の　要　旨

　近年のサッカーブームに代表されるように子どもスポーツは興隆を極めている。そこではスポーツの早期

教育が進むと同時に，各種の問題指摘も行われている。こうした子どもスポーツに参加する少年のスポー

ツ的社会に焦点を合わせ，1970年代以降の子ども論および子どものスポーツ的社会化論を総括したうえで，

社会化過程の分析や子どもスポーツの文化・社会的固有性を見い出すために文化の同化理論を援用した実証

的検討と解釈的アプローチの考え方を参考として作られた解釈的面接法による実証的検討を行った点は，高

く評価される。

　なお，スポーツ的社会化はスポーツの種類よってどのような異なりが生まれるのか，文化の同化理論をス

ポーツ的社会化の適用することの限界の検討，また社会化には同化とならんで異化のメカニズムの検討も重

要になるなどの指摘があり，今後はこれらの検討課題を糸口にした研究の発展が望まれる。

　よって，著者は博士（教育学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




